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神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

工業力学Ⅰ (Engineering Mechanics I)

機械工学科・2年B組・前期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

本科目は高校物理高校物理(力学)と機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）と機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目をつなぐ専門基礎科目専門基礎科目
である．すなわち，本科目は高校物理機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目基礎（土台）に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して当たる科目であり，機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目専門科目を学ぶ上で確実に理解して上で確実に理解してで確実に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して理解してして
おくこと機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目が求められる．すなわち，主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこ求められる．すなわち，主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこめられる．すなわち，主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこに当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこすること機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目が求められる．すなわち，主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこ必要であること機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目から，本授業では高校物理反転授業の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目形態を取り入れるこを取り入れるこり入れるこれるこ
と機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目で学生が自分の理解度に応じて主体的に学ぶことができるようにし，静力学，運動学，動力学の考え方を確実に理解するが求められる．すなわち，主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこ自分の理解度に応じて主体的に学ぶことができるようにし，静力学，運動学，動力学の考え方を確実に理解するの主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目理解して度シラバスに当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して応じて主体的に学ぶことができるようにし，静力学，運動学，動力学の考え方を確実に理解するじて主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこに当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して学ぶ上で確実に理解してこと機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目が求められる．すなわち，主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこできるように当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解してし，静力学，運動学，動力学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目考え方を確実に理解するえ方を確実に理解する方を確実に理解するを確実に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して理解してする
こと機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目を目指す．す．

【A2】工業力学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目基礎と機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目なる高校物理（力学分の理解度に応じて主体的に学ぶことができるようにし，静力学，運動学，動力学の考え方を確実に理解する野）を正しく理解し，各種問しく理解してし，各種問
題を解くことができる．を解してくこと機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目が求められる．すなわち，主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこできる．

工業力学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目基礎と機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目なる基礎物理の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目力学を正しく理解し，各種問しく理解してし，問題を解くことができる．を解してくこと機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目が求められる．すなわち，主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこでき
るかどうか，小テスト（実力テスト含む），レポート，試験で評価する．テスト（実力テスト含む），レポート，試験で評価する．む），レポート，試験で評価する．する．

【A2】力および力のモーメントに関する基本事項を理解し，静力学に関する力の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目モーメントに当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して関する基本事項を理解し，静力学に関するする基本事項を理解し，静力学に関するを理解してし，静力学に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して関する基本事項を理解し，静力学に関するする
問題を解くことができる．を解してくこと機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目が求められる．すなわち，主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこできる．

力および力のモーメントに関する基本事項を理解し，静力学に関する力の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目モーメントに当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して関する基本事項を理解し，静力学に関するする基本事項を理解し，静力学に関するを理解してし，静力学に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して関する基本事項を理解し，静力学に関するする問題を解くことができる．を解して
くこと機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目が求められる．すなわち，主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこできるかどうか，小テスト（実力テスト含む），レポート，試験で評価する．テスト，レポート，試験で評価する．する．

【A2】速度シラバスおよび力のモーメントに関する基本事項を理解し，静力学に関する加速度シラバスに当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して関する基本事項を理解し，静力学に関するする基本事項を理解し，静力学に関するを理解してし，運動学に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して関する基本事項を理解し，静力学に関するする問題を解くことができる．
を解してくこと機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目が求められる．すなわち，主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこできる．

速度シラバスおよび力のモーメントに関する基本事項を理解し，静力学に関する加速度シラバスに当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して関する基本事項を理解し，静力学に関するする基本事項を理解し，静力学に関するを理解してし，運動学に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して関する基本事項を理解し，静力学に関するする問題を解くことができる．を解してくこ
と機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目が求められる．すなわち，主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこできるかどうかを，小テスト（実力テスト含む），レポート，試験で評価する．テスト，レポート，試験で評価する．する．

【A2】ニュートンの主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目運動の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目法則を理解し，物体の様々な運動に関する問題を理解してし，物体の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目様々な運動に関する問題な運動に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して関する基本事項を理解し，静力学に関するする問題を解くことができる．
に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して対して運動方程式を記述し解くことができる．して運動方を確実に理解する程式を記述し解くことができる．を記述し解くことができる．し解してくこと機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目が求められる．すなわち，主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこできる．

ニュートンの主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目運動の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目法則を理解し，物体の様々な運動に関する問題を理解してし，物体の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目様々な運動に関する問題な運動に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して関する基本事項を理解し，静力学に関するする問題を解くことができる．に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して対して運動方程式を記述し解くことができる．して
運動方を確実に理解する程式を記述し解くことができる．を記述し解くことができる．し解してくこと機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目が求められる．すなわち，主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこできるかどうかを，小テスト（実力テスト含む），レポート，試験で評価する．テスト，レポート，試験で評
価する．する．

【A2】てこや滑車などを用いた簡単な機械に対して，力やモーメントのつり滑車などを用いた簡単な機械に対して，力やモーメントのつりなどを用いた簡単な機械に対して，力やモーメントのつりいた簡単な機械に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して対して運動方程式を記述し解くことができる．して，力や滑車などを用いた簡単な機械に対して，力やモーメントのつりモーメントの主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目つり
合い式を記述して問題を解くことができる．い式を記述し解くことができる．を記述し解くことができる．して問題を解くことができる．を解してくこと機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目が求められる．すなわち，主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこできる．

てこや滑車などを用いた簡単な機械に対して，力やモーメントのつり滑車などを用いた簡単な機械に対して，力やモーメントのつりなどを用いた簡単な機械に対して，力やモーメントのつりいた簡単な機械に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して対して運動方程式を記述し解くことができる．して，力や滑車などを用いた簡単な機械に対して，力やモーメントのつりモーメントの主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目つり合い式を記述して問題を解くことができる．い式を記述し解くことができる．を
記述し解くことができる．して問題を解くことができる．を解してくこと機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目が求められる．すなわち，主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこできるかどうかを，小テスト（実力テスト含む），レポート，試験で評価する．テスト，レポート，試験で評価する．す
る．

成績は，試験は高校物理，試験75%　レポート15%　小テスト（実力テスト含む），レポート，試験で評価する．テスト10%　と機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目して評価する．する．試験成績は，試験は高校物理，中間試験と機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目定期試験の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目平均とする．総合と機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目する．総合い式を記述して問題を解くことができる．
評価する．は高校物理100点満点で60点以上で確実に理解してを合い式を記述して問題を解くことができる．格とする．と機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目する．

「工業力学 第4版」：青木弘・ 木谷晋著（森北出版）

「Professional Engineer Library 工業力学」： 本江哲行， 久池井茂（実教出版）
「力学I 問題を解くことができる．集」：柴田洋一ほか（大日本図書）ほか（大日本図書）
「詳解して工業力学」：入れるこ江敏博(オーム社社)
「工業力学」：吉村靖夫・米内山誠（コロナ社）社）
「工学系の力学」：末益博志ほか（実教出版）の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目力学」：末益博志ほか（実教出版）ほか（実教出版）

物理（1年），数学（1，2年）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

本授業は高校物理，1年で学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこした物理（力学分の理解度に応じて主体的に学ぶことができるようにし，静力学，運動学，動力学の考え方を確実に理解する野）の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目基本を理解してしていること機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目が求められる．すなわち，主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこ前提となる．また，と機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目なる．また，1，2年で学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこした数学（特に微に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して微
分の理解度に応じて主体的に学ぶことができるようにし，静力学，運動学，動力学の考え方を確実に理解する，積分の理解度に応じて主体的に学ぶことができるようにし，静力学，運動学，動力学の考え方を確実に理解する）に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解してついても理解しておくことが望ましい．理解してしておくこと機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目が求められる．すなわち，主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこ望ましい．ましい．



授業の計画（工業の力学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンス，復習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこ 授業方を確実に理解する針および受講の心構えについて，高校物理（力学）の復習および力のモーメントに関する基本事項を理解し，静力学に関する受講の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目心構えについて，高校物理（力学）の復習え方を確実に理解するに当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解してついて，高校物理（力学）の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目復習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこ

2 復習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこ，力の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目合い式を記述して問題を解くことができる．成と機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目分の理解度に応じて主体的に学ぶことができるようにし，静力学，運動学，動力学の考え方を確実に理解する解して 高校物理（力学）の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目復習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこ，平面上で確実に理解しての主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目ある一ほか（大日本図書）点に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して作用いた簡単な機械に対して，力やモーメントのつりする力の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目合い式を記述して問題を解くことができる．成と機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目分の理解度に応じて主体的に学ぶことができるようにし，静力学，運動学，動力学の考え方を確実に理解する解してに当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解してついて

3 力および力のモーメントに関する基本事項を理解し，静力学に関する力の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目モーメント 力の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目モーメントと機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目偶力に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解してついて

4 一ほか（大日本図書）点に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して作用いた簡単な機械に対して，力やモーメントのつりする力の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目つりあいに当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解してついて

5 剛体に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して作用いた簡単な機械に対して，力やモーメントのつりする複数の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目力に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して対して運動方程式を記述し解くことができる．する力の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目つりあいに当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解してついて

6 てこ，滑車などを用いた簡単な機械に対して，力やモーメントのつり，輪軸の概念についての主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目概念についてに当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解してついて

7 てこ，滑車などを用いた簡単な機械に対して，力やモーメントのつり，輪軸の概念についての主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目概念についてに当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解してついて

8 中間試験 これまで学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこした内容の理解度を確認する．の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目理解して度シラバスを確認する．する．

9 中間試験の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目解して説，演習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこ 中間試験の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目返却および解説，演習および力のモーメントに関する基本事項を理解し，静力学に関する解して説，演習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこ

10 速度シラバスと機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目加速度シラバスおよび力のモーメントに関する基本事項を理解し，静力学に関する直線運動 速度シラバス・加速度シラバスの主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目定義と機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目質点の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目運動の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目記述し解くことができる．に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解してついて

11 平面運動および力のモーメントに関する基本事項を理解し，静力学に関する相対して運動方程式を記述し解くことができる．運動 平面運動（放物運動，円運動）および力のモーメントに関する基本事項を理解し，静力学に関する相対して運動方程式を記述し解くことができる．運動に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解してついて

12

13 ニュートンの主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目運動の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目法則を理解し，物体の様々な運動に関する問題および力のモーメントに関する基本事項を理解し，静力学に関する慣性力に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して関する基本事項を理解し，静力学に関するする演習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこ

14 円運動や滑車などを用いた簡単な機械に対して，力やモーメントのつり遠心力に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解してついて

15 演習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこ これまでの主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこ範囲に対する演習に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して対して運動方程式を記述し解くことができる．する演習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこ

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

力の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目つりあい（1）

力の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目つりあい（2）

簡単な機械(1)

簡単な機械(2)

運動と機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目力(1) 運動の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目3法則を理解し，物体の様々な運動に関する問題に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解してついて

運動と機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目力(2)

運動と機械工学の主要科目（材料力学，流体力学，熱力学，機械力学など）とをつなぐ専門基礎科目力(3)

備など）
考

前期中間試験および力のモーメントに関する基本事項を理解し，静力学に関する前期定期試験を実施する．する．
小テスト（実力テスト含む），レポート，試験で評価する．テスト（実力テスト含む），レポート，試験で評価する．む）および力のモーメントに関する基本事項を理解し，静力学に関する演習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこは高校物理随時行う．また，状況に応じて再試験を実施する場合がある．に当たる科目であり，機械工学の専門科目を学ぶ上で確実に理解して応じて主体的に学ぶことができるようにし，静力学，運動学，動力学の考え方を確実に理解するじて再試験を実施する．する場合い式を記述して問題を解くことができる．が求められる．すなわち，主体的に学習することが必要であることから，本授業では反転授業の形態を取り入れるこある．
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